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５．研究・交流の目的 

 

本プログラムでは東北アジアにおいて観測が不備な時代・場所における地表プロセスと環

境変動に関する代替記録の集約とネットワ－クの構築を目的としている。このネットワ－

クでは、対象地域において湖沼－流域系を用い過去の代替記録と現在の観測資料との接続

を進める。そして、過去の温暖期（中世温暖期）と寒冷期（小氷期）そして産業革命期以

降において自然や人為がもたらした環境変動に対する地表部の応答を評価し、今後の変動

に対する応答を推定し、関連した災害等への対処に資する各種の情報の交換と共有化を図

る。 

 

 

６．研究・交流の成果 

 ６－１ 研究の成果 

 

現在の観測時代において湖沼の堆積物情報と機器による変動・プロセスの観測結果との比

較から、堆積物情報（物理量）が観測記録と対応することが明らかになった。この対応関

係は一次関数で表現されるので、湖沼-流域環境に大きな変化がないと考えられる過去の小

氷期から観測時代までの堆積物情報（物理量）にこの関数関係を適用した。その結果、小

氷期後期は現在よりも湿潤であったことが示唆された。これはソウルにおける古観測記録

とも対応し東アジアにおける大きな傾向を示しているようである。また、いくつかのより

長い堆積物記録から数千年前以降からの乾燥化傾向が示され、この地域における長期的な

傾向も明らかになった。 

 

 ６－２ 人的交流の成果 

 

本プログラムの３年間に各国（中国、日本、韓国）において国際シンポジウム「Present Earth 

Surface Processes and Long-term Environmental Changes in East Asia」を毎年（2011

年、2012年、2013年）開催した。このシンポジウムには日中韓のみならず関係各国から多

くの若手研究者が参加し、この分野の今後の発展につながるものとなった。また、対象湖

沼-流域系において現地セミナ－（日本；大沼・余呉湖、中国；興凱湖・鏡泊湖、韓国・義

林池）を開催することにより、調査地での各種手法の共有化が図られ、参加した研究者の

今後の研究の進展に資するものとなった。 
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